
 

地
域
か
ら
国
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る 

  

私
た
ち
は
九
六
年
二
月
「
脱
軍
備
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
・
キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス
」
と
と
も
に
、「
米
軍

機
低
空
飛
行
訓
練
に
関
す
る
自
治
体
ア
ン
ケ
ー

ト
」
を
三
八
九
自
治
体
へ
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、

北
海
道
か
ら
宮
崎
ま
で
、
二
三
道
県
一
三
一
市

町
村
で
米
軍
の
低
空
飛
行
が
確
認
さ
れ
た
。
そ

し
て
、
一
八
の
県
市
町
村
が
議
会
意
見
書
、
要

請
書
な
ど
の
形
で
、
県
や
国
に
中
止
を
要
請
し

て
い
る
。 

 

低
空
飛
行
訓
練
ル
ー
ト
は
、
日
米
地
位
協
定

に
基
づ
い
て
設
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
米

軍
が
勝
手
に
線
を
引
い
た
も
の
で
あ
る
。
基
地

か
ら
遠
く
離
れ
た
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
の

訓
練
に
対
し
て
、
対
象
地
域
の
自
治
体
が
事
前

情
報
の
公
開
と
、
国
内
法
で
あ
る
航
空
法
に
定

め
ら
れ
た
最
低
安
全
高
度
の
遵
守
、
粗
暴
な
操

縦
の
禁
止
な
ど
を
求
め
る
こ
と
は
、
墜
落
事
故

か
ら
住
民
の
い
の
ち
や
財
産
を
守
る
地
方
自
治

権
の
当
然
の
行
使
で
あ
る
。 

全
国
二
二
七
九
の
自
治
体
が
（
一
九
九
七
年

一
二
月
一
日
現
在
）「
非
核
都
市
宣
言
」
を
採
択

し
て
い
る
。
さ
ら
に
進
ん
で
、
非
核
・
平
和
推

進
の
た
め
の
行
政
予
算
化
を
求
め
、
自
衛
隊
基

地
や
米
軍
基
地
の
動
き
を
監
視
し
、
情
報
の
公

開
を
求
め
、
実
態
解
明
へ
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
つ
く
る
こ
と
を
提
案
す
る
。
地
域
と
い
う

小
さ
な
範
囲
の
世
界
で
平
和
を
つ
く
る
こ
と
か

ら
は
じ
め
よ
う
。 

（『
地
方
か
ら
政
治
を
変
え
る
』
地
方
議
員
政
策
研
究
会
編

著
／
発
行
所
コ
モ
ン
ズ
一
九
九
八
年 

〜
「
地
域
か
ら
の
安

全
保
障
」
続
博
治
著
） 
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